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期
生
、
同
窓
生
へ 

発
行
部
数 

三
百
十
部
、
老
後
の
生
き
方
を
真
剣
に
問
い
掛
け
る
豆
新
聞 

住
所
変
更
乞
う
連
絡
。 
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▼
あ
る
朝
、
妻
は
新
聞
の
コ
ラ 

ム
で
東
北
大
学
で
社
会
人
の
修

士
課
程
の
大
学
院
正
を
募
集
し 

て
居
る
記
事
を
見
付
け
た
。 

「
あ
な
た
挑
戦
し
て
み
た
ら
」 

と
言
っ
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な 

い
が
、
夫
は
俄
然
そ
の
気
に
な 

り
、
締
切
り
目
指
し
て
慌
た
だ 

し
く
論
文
を
書
き
上
げ
た
。
大 

学
よ
り
お
呼
び
が
有
り
、
仙
台 

ま
で
出
掛
け
、
3
人
の
教
授
に 

囲
ま
れ
面
接
。
無
事
合
格
。
▼ 

52
才
に
し
て
大
学
院
生
に
な
っ 

た
夫
は
週
4
日
仙
台
ま
で
通
学 

初
年
度
22
単
位
を
取
得
。
仙
台 

郡
山
間
の
運
賃
は
１
往
復
約
一 

万
円
。
そ
れ
を
週
4
日
、
2
年 

間
通
っ
た
の
だ
か
ら
半
端
で
は 

な
い
。
仙
台
に
女
で
も
出
来
た 

の
で
は
と
勘
繰
っ
た
人
も
居
た 

と
か
、
雪
の
中
を
大
学
に
着
い 

た
の
に
「
大
雪
だ
か
ら
休
講
に 

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
が
っ 

く
り
来
た
事
も
あ
っ
た
と
か
。 

卒
論
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
社
会 

に
お
け
る
地
域
金
融
機
関
の
役 

割
」
で
あ
る
。
徹
夜
も
続
き
挫 

け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し 

、
妻
は
夫
を
叱
咤
激
励
す
る
。 

文
献
を
漁
り
、
確
認
し
、
教
授 

に
論
文
を
提
出
。
更
に
教
授
の 

指
導
で
真
っ
赤
に
チ
ェ
ッ
ク
が 

入
り
。
出
来
上
が
っ
た
論
文
は 

ま
る
っ
き
り
違
っ
て
居
た
と
の 

事
。
▼
須
佐
喜
夫
⑦
福
島
県
商 

工
信
用
組
合
理
事
長
は
54
才
に 

し
て
経
済
学
修
士
と
な
っ
た
。 

し
か
も
地
方
金
融
機
関
が
貸
渋 

り
の
続
く
昨
今
。
彼
は
胸
を
張 

っ
て
言
っ
た
。
「
本
年
度
、
当 

組
合
は
貸
出
量
2
％
預
金
量
5 

％
伸
び
た
」
と
▼
娘
智
美
も
こ 

の
春
、
日
本
女
子
大
を
卒
業
す 

る
に
当
た
り
書
い
た
論
文
が 

「
地
域
密
着
を
目
指
す
信
用
金 

庫
・
信
用
組
合
」
ま
さ
に
父
娘 

鷹
で
あ
る
▼
夫
が
修
士
課
程
を 

娘
が
学
士
を
終
了
で
き
た
陰
に 

は
由
起
子
夫
人
の
（
ヒ
ラ
リ
ー 

ク
リ
ン
ト
ン
以
上
の
）
支
え
が 

有
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に 

教
育
マ
マ
兼
、
教
育
妻
で
あ
っ 

た
。
3
月
25
日
の
仙
台
で
の
修 

了
式
に
は
教
育
妻
が
出
席
し
た 

の
は
言
う
ま
で
も
無
い
。
▼
谷 

代
正
毅
⑥
興
銀
が
佐
藤
隆
秀
⑦ 

の
名
刺
を
送
付
し
て
き
た
。
音 

信
不
通
の
同
期
生
の
連
絡
が
取 

れ
る
と
こ
ん
な
に
嬉
し
い
事
は 

な
い
。
こ
の
新
聞
の
本
来
の
目 

的
は
同
期
生
の
住
所
の
メ
ン
テ 

ナ
ン
ス
な
の
だ
か
ら
。
▼
佐
藤 

は
オ
リ
ッ
ク
ス
㈱
船
舶
部
長
。 

船
橋
市
大
穴
北
3
‐
16
‐
5
。

豆
新
聞
古
い
号
を
送
付
し
た
。 

▼
葉
書
代
は
様
々
な
人
か
ら
頂 

い
て
感
謝
。
し
か
し
葉
書
を
埋 

め
る
ネ
タ
は
も
っ
と
欲
し
い
。 


